















激しい議論がなされてきた。部分強化理論（e.g., Bitterman, Fedderson, & Tyler, 1953; Capaldi, 
1966）の検討に始まり、Capaldiの系列理論（Capaldi, 1967, 1971）と Hulseの法則符号化理論
（Hulse, 1978）の対立を経て、Burnsの系列位置学習（e.g., Burns, Wiley, & Payne, 1986）、計数（e.g., 
Burns & Sanders, 1987; Capaldi & Miller, 1988a）やチャンキング（e.g., Capaldi, Verry, Nawrocki, & 
Miller, 1984; Fountain, Henne, & Hulse, 1984; Yazawa & Fujita, 1984）などの研究を巻き込み、現在
では Hulseの流れを受け継いだ Fountain（eg., Fountain, 2006; Fountain, Rowan, Muller, Kundey, 

















































































　しかし、この Hulse & Campbell（1975）の結果は、14-7、7-3、3-1、1-0というように１対１の

























ること（Hulse & Dorsky, 1977, 実験２）や、訓練の途中で別の系列に移行した場合、新旧系列の
法則構造が一致する時には正の転移が起こり、一致しない場合には負の転移が起こること（Hulse 
















憶 SRの刺激変容は考えられていなかった。これに対し、Capaldi & Molina（1979）は、ペレット
数に応じて強化の記憶も変容することを仮定した。そして、系列学習は各試行で与えられたペ
レット数に対する記憶を弁別手がかりとする内的な弁別学習であるという記憶弁別理論（e.g., 
Capaldi, 1985; Capaldi & Molina, 1979; Capaldi, Verry, & Davidson, 1980）が提唱された。
　記憶弁別理論では、０ペレット（無強化）を受けたという記憶 S0（つまり SN）は２ペレット















　さらに、Capaldi, Verry, & Davidson（1980）は、系列学習における転移が Hulse & Dorsky（1979）
が示唆したような新旧系列の構造間の一致度ではなく、正刺激と負刺激が獲得した反応喚起力と
両刺激の類似度によって決定されることを示している。
　以上のように、Capaldi & Molina（1979）と Capaldi et al.,（1980）の研究は、Hulse（1978）の
法則符号化理論に矛盾するデ―タを提供し、法則符号化理論の問題点を明らかにするだけでな
く、系列学習が部分強化の一形態であることを示すものであった。



























































4‒2．Capaldi の記憶弁別理論と Burns による系列位置理論の対立
　Burns, Dunkman, & Detloff（1999）は、系列位置学習を支持する非常に挑発的で興味ある研究












　これに対し、Burns et al.（1999）は、Capaldi & Miller（1988b）と同様な３種類の報酬に加え、
白走路で XNY系列を受け、黒走路で ZNN系列を与えられるというように、走路の色を弁別手
がかりに加えた。なお、系列順序からはどちらの系列が行われているかは分からないように、系
















































Burns, Dunkman, & Detloff, 1999）の指摘に反するものであり、ラットがＲ試行数を計数している
ことを示唆するものであった。











　試行数の計数については、Ｒ試行数の計数を示した Capaldi & Miller（1988a, 実験１）や Burns 
























































































列に RNR系列が続く系列Ａ（NNR/RNR）と RNR系列に RNN系列が続く系列Ｂ（RNR/RNN）
がランダムに提示された。その結果、NNR系列に続く RNR系列の第３試行よりも RNR系列に
続く RNN系列の第３試行の走行が遅く、第３試行が正しく予期されていた。以上の Haggbloom, 
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et al.の実験結果は、Capaldi, et al.と同様に系列内の事象を予測するのに系列外の情報を用いるこ
とができるというリストチャンクの形成を示すものである。
























































































の構造の組み合わせからなる25 6-6-0 18 6-6-0 10 6-6-0 3 6-6-0 1 6-6-0 0系列と、非単調系列25-3-





　Fountain, Rowan, & Benson（1999）は、８方向スキナー箱を用いて、隣接していない項目間に
形成されている２つの法則構造をラットが学習できるかを調べている。実験１では構造的パター
ン123 234 345 456 567とリピートパターン888 888 888が組み合わされた182838 283848 384858 
485868 586878と非構造的パターン153 236 345 426 547とリピートパターン888 888 888が組み合














































　人間の系列学習は、項目間連合（e.g., Ebbinghaus, 1885）か系列位置（e.g., Ladd & Woodworth, 
1911）か、という S-R理論の枠組みで検討が始まり、その後、情報科学の影響を受け、Jones



























様々な動物種の種間比較がなされることの利点は大きい（eg., Rowan, Fountain, Kundey, & Miner, 











最後の手段として計数を用いるという計数に関する Davis & Memmott（1982）の最終手段仮説で
はなく、ラットはその状況における最適方略を選択していると言えるのではないかと思われる。
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